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パ ネル ・ リポ ー ト

太平洋諸島の トピ ッ クス （XVI）

パ ネル ：大川誠
一

（『Ga  a』東京支局長）

　　〃　　 西 岡義治 （太平洋学会 主任研 究員）

　　〃　　 矢崎幸生 （東京工 業高等専門学校教授）

司　会 ： 中島　洋 （太平洋学会専務理事）

と　 き ：国際文化会館ス ペ シ ャ ル ・ル ー ム

と こ ろ ：平成15 （2003）年 1月ll日 （土）

司会 　明けま して お め で と う ご ざい ます。さて 、

こ の 「太平洋諸島の トピ ッ クス 」 も 、数え て 第 16

回 目とな ります。

　先 H 、西 岡 さんが、第 1 回 か ら第 15 回ま で の

「トピ ッ クス 」 を 『太平洋学会誌』 で読み返え され

て ．「これを 1 冊に まとめれ ば、太平洋諸島の 近代

史の 本が で き る 」 とお っ しゃ っ て お られ ま したが，

お 蔭様で 、ま さに、そ の くらいの 15年の 積み重ね

の あ る 研究セ ッ シ ョ ン とな っ てお ります。

　 さて 、米国 と ミ ク ロ ネア連邦、マ ーシ ャ ル 諸 島

共和国と の 自由連合協定の 改定交渉です が 、昨年

も一昨年 も取 り上 げま した 。 昨年 は、いよ い よ交

渉が大詰め に来て い る とい う こ とで ござい ま した

が 、そ の 後、ど うな っ て い るか 。 矢崎 先生か らご

報告い ただき たい と思 い ます 。矢 崎先生よろ し く

お願 い いた します。

改定自由連合協定の交渉終盤に

矢崎　現行の 自由連合協定では 、経済援助期間 は

1986年か ら 15 年と い う こ とで 、2001 年 9 月 30 日

で期限が終 了して お ります 。 しか し、新協定が 締

結 され るまで は、引き続 き、従来の 援 助額 の 平 均

的な金額が支払わ れ る と い う こ と にな っ てお りま

して 、現在も援助は継続 して お ります 。

　まず 、昨年 ア メ リカ と マ ーシ ャ ル諸島共和 国 と

の 問で 行な われ ま した 交渉に つ い て ご説明 させ て

い ただきます 。

　 2002年 8月、ホ ノルル で第 4 回 の 交渉会議 が行

な わ れ ま して 、改定 自 由連合 協定 の 経済援助条項

に つ い て 、ほ ぼ合意に達 しま した 。ただ し、そ の

他の 条項 、技術的な問題や、移民問題．クワ ジ ャ

リン問題に つ きまして は引き続 き協議さ れ る こ と

にな りま した。

　その 後、10月 31 日に 、マ ーシ ャ ル諸島の マ ジ ュ

ロ で 第 5 回交渉会議が 開催 され ま した。

　ア メ リカ の 代表は 主 席交渉団長の ア ル バ
ー ト ・

シ ョ
ー ト（Albert　 v．　 Short）、マ

ー
シ ャ ル側の 代表

は主 席交渉団長兼外 務大 臣の ジ ェ ラル ド ・ザ ッ キ

オス （Gera］d　Zackios）で した 。 こ の 交渉で 、経 済

援助条項 に つ て は妥結 に至 り、翌 ll月 1 日、双 方

の 代表に よ り改定 自由連合協定の 仮調印が 行な わ

れ ました 。

　次は 、 ミ ク ロ ネシア 連邦 と の 交渉経過 で すが 、

昨年 5 月 23 日か ら 25 日まで 、サ ン フラ ン シ ス コ

で第 5回交渉会議が 行なわ れ ました 。 ア メ リカ側

代表はア ルバ
ー ト ・シ ョ

ー ト、ミ ク ロ ネシ ア連邦

側の 代表は交渉 団 長の ピーター ・ク リス チ ャ ン

（Peter　 Christian＞で した 。こ の 会議で 、ア メ リカ

側か ら提供され る援 助額 につ い て 合意に 達 し、 両

代表は仮調印 をしました。

　 さら に 8 月 28 日、ハ ワ イの ホ ノ ルル で 第 6 回交

渉会議が開かれ、前回 の 会議で妥結に い た らなか っ

た事項等 に つ い て 交渉が行 な わ れ ま した 。ま た 、

11月 3 日か ら 4 日にかけて 、 第 7回交渉会議が ボー

ン ペ イの パ リキール で 開催 され 、そ れ まで の 交渉

で 妥結 した改定 自由連合協定 の調 印が 、11 月 4 日

に 行な わ れ ま した。

　 こ こ で 、調 印された改定 自由連合協定 の 経済援

助条項 を分析 して みた い と思 い ます。
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　援 助期問は、オ リジナル の 協定で は 15年間で し

たけれ ども、改定 自由連合 協定で は 2  年間 にな り

ま した 。 具体的に は 、 2004会計年度、ア メ リカ の

会計年度は 1  月 1 日か ら始 ま りますか ら 、 本年 、

2003年 の 10 月 1 日か ら 2023 年会計年度と な り、

2023年 9月 30 日までです。

　援助額は二 つ に分かれて お ります 。

一
つ は供与

（グラ ン ト）、こ れ は援 助金 と して 支給す る も の で

す 。 もう
一

つ の 部 分は信託基金 （トラ ス ト・フ ァ

ン ド）で 、基金 を積み 立て て 受容国政府 へ の 経済

援助 に役立て るために使うものです 。

　自由連合協定で は、経済援助 は 20 年間ですけれ

ども、自由連合 協定そ の もの は無期限で 、ア メ リ

カ と しては 20 年経過 したら、も うグラン トは出さ

ない けれども、信託基金 を運用 して 積み 立て た資

金か らは、20 年経過後も援助を拠 出す る とい う考

え で す 。

　 こ の方式 は、今回 は じめ て採 用された もの で は

な くて 、すで にパ ラ オ共和国 との 自由連合協定で

行な われ て い ます。パ ラオ と の 自由連合協定で は、

経済援助は 15年間です けれ ども、防衛協定 といい

ますか、第 3 国を排除する と い う期間は 50年間で 、

残 りの 35年間は信託基金を積み立て て経済援助に

当て る方式 になっ て い ます 。 こ の 方式を新た に マ
ー

シ ャ ル と ミク ロ ネ シ ア連邦 に対 して 当て はめて き

たわ けです。

　 絶対的な金額は どうな っ て い るか と い い ます と、

マ ーシ ャ ル諸島 に対す る 援 助額は 、最初 の 年 が

3409万 ドル の グラン トと、700万 ドル の 信託基金

とな っ て い ます 。
マ ーシ ャ ルに対 し て は、ク ワ ジ ャ

リ ン の ミサ イル 基地の 使用 料な どを別 に 払 い ます

か ら、こ れ よ りも多 くな りますが 、20年間に マ ー

シ ャ ル に支払わ れる援助金 の 総額は 9億 6000万 ド

ル にな ります 。

　
一一

方、ミ ク ロ ネ シ ア連邦 の 場 合は、最初 の 年が

7620万 ドル の グラン ト、 1600 万 ドル の 信託基金、

合計 9220 万 ドル で す。

　 こ の グラ ン トと信託 金 の 割合で すが 、20 年間の

問に徐 々 に グラ ン トの 額 を減 ら し．信 託 基金 の 割

合 を増 やす こ と に な っ て い ます 。

　 20 年間で マ ーシ ャ ル諸 島が 受 け取 る 金 額 は t8

億 ドル で 、ミ ク ロ ネシ ア 連邦が 受 け取 る の は 、9

億 60 0 万 ドル とな ります。また 人 ロ 1入 当た り 1

年間 の 援 助額は、マ
ーシ ャ ル諸 島が 784 ドル 、ミ

ク ロ ネ シ ア連邦 が 782 ドルで 、大体 、両国 同 じ く

ら い の 額 と な ります 。

　 改定自由連合 協定 の 内容が ま と ま っ た わ け で す

けれども、正式 に は、本年の 早い段階で 、ア メリ

カの 議会が内容を審議 して 承認 しな けれ ば発効 し

ませ ん 。

司会　矢崎先生、どうもありがとうござい ました。

次に、昨年の パ ブア
・

ニ ュ
ーギニ アの 総選挙に つ

い て、西 岡 さん か らご報告 をお願 い い た します。

こ の 選挙は投票所 をめ ぐっ て 銃撃 戦 があ っ た り、

選挙結果を無効とすべ きだと い う声 もあ りました。

最悪だっ た PNG の総選挙

西岡　昨年の 総選挙は、パ プア
・

ニ ュ
ーギニ ア で

も史 上最悪の 無法状態で 行なわれ ました 。 特 に ハ

イ ラ ン ド地方で ひ どく、南ハ イ ラ ン ド州では 、投

票所が武装兵士 に取 り囲まれ て 、投票箱が壊 され

た り、 ひどい 例で は箱 ごと持 ち去れ た と こ ろ もあ

りま した。また 、エ ンガ州で は、有権者 の 数 より

も、実際に投票箱に入 っ た投票用 紙 の ほうが Z．6

倍も多か っ たと い われてお ります 。

　この 国は 、900 を超す言語 と 、 数千 と い わ れ る

部族 に分かれ て い ます。したが っ て 、社会的な つ

なが り、連帯感 とい うもの が生まれ に くい。 した

が っ て、政治に 不満が あ っ て も、ク
ーデタ

ーを起

こ して で も政府を倒そ う と い う集 団の 力がで きま

せ ん。国家意 識がない の で 、自分が 属する種族の

損得 を考えて行 動 します 。 また政治家 も、国 の た

めよ りも、自ら の 出身地 の 利益代表と して 出て き

ますか ら、政党 も単独で は 政 権を担 う ほ どの 勢 力

を持っ て い な い 。

　そ こ で 連立内閣にな るわ けです が、こ こ で も自

分の 支持基盤の 利益優先で すか ら、く っ つ い た り

離れ た りの 離合集散は 日常茶飯事 です 。 主義主張

をか な ぐり捨て て 、既得権益 を守 る の に 血 眼に な

ります。前回の 1997年 の総選挙で は、全国 の国会

議員の 平均得票率は た っ た の 18 ％で した。と い う

ことは 8Z％は落選 した候補者に投 じ られ た もの で

す。こ の 異常な ま で の 支持 率の 低 さが 、政治不安

定の 要因です 。

　 パ プア ・ニ ュ
ーギ ニ ア の 政治を見 て い ます と、

どこ を切 っ て も同じよ うな顔で 、まる で 金太 郎飴

の よ うに思 え ます。今度の 選挙で はソ マ レ、ウ ィ

ンテ ィ 、チ ャ ン 、 ナマ リ ュ ウ 、ス ケ
ー

トと い っ た

お馴染みの 首相経験者 の ほか に、現職 の モ ロ ウタ

も加わ っ て 、真 に 賑や か な選 挙で した が 、そ の 結

果 、ソ マ レが首相 に就任 しました 。

　 ソ マ レ は こ れ で 3 度 目 の 首 相 就任で 、そ の ほか
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に閣僚も経験 して い ますか ら、ほ とん ど毎 回の よ

うに入閣 して い るわ けです。まさに金太郎飴の 代

表格 と い っ たと こ ろです 。

　モ ロ ウ タ政 権は、構造 改革に よ っ て慢性的な 財

政赤字と汚 職の 悪循環 を 断ち切 ろ うと しま した 。

そ の 目玉 に な っ て い たの が 、効率の 悪 い 国営企 業

を民営化する こ とで 、まず 手始め に 1｝NG バ ンキ ン

グ ・コーポレーシ ョ ンを、バ ンク ・サ ウス パ シ フ ィ ッ

ク とい うオ
ー

ス トラ リア 資本の 商業銀行に 併合 さ

せ よ う と し ま し た。

　こ の PNG バ ンキ ン グ ・コ ーポ レーシ ョ ン は 全国

に 84 の 支店を持 ち 、 約 1900 人 の 職員を擁 して い

ま した。パ ブア ・ニ ュ
ーギ ニ ア で は、地方 へ 行 っ

て み ます と、ど こ で も順番を待 っ て い る人で溢れ

て い ます。字 も読め ない 、計算 もろ く に で きない

客がい るわけです が、そ れ ら の 客 の 一人…人の 面

倒 を見なければな りませ んの で 、恐 ろ し く時間が

かか ります 。

　 しか し、そ うい う客 に と っ て は 、そ れ が救い に

な っ て い ます。も し、モ ロ ウタ 政権がや ろ うと し

て い た効率一点張 りで 、機械を投入 して 能率を 辷

げる 方式 に切 り替わ る と、貧 し い 人は ます ます苦

し くな る と、労働組 合、学生、IGOな どが 反 対 し

て い ます 。 その 点、ソ マ レはナ シ ョ ナ リス トで す

か ら、こ の 辺 の 人心を巧み に捉えて、民営化 に待 っ

た をか け る選挙公 約をしま した 。

　 しか し、早 くもゾ マ レ の 選挙公約 に疑問 を投げ

かける 声が上が っ て い ます 。 そ れ は モ ロ ウ タ政権

か ら 引き継い だ莫大 な 赤字を どう返済 して 行 くか

とい う内政問題と、外交 で も大 きな 問題 を抱え て

い る か らで す。

　
一

昨年、200i年 2 月に 日本政 府の 招待で ソ マ レ

が東京 にきた時 に 、私は一一一
つ だ け質問を しました。

そ れ は 「プーゲンヴィ ル は どうな っ て い ますか 1

と い う もの で した。彼は訪 日す る直前まで モ ロ ウ

タ内閣の 外務大 臣 と して 、ブーゲン ヴィ ル和平交

渉の 最後 の 詰め に 当た っ て い たか ら で す。

　 こ の 質問に対 して 、彼 は 「あれ は
…件落着 しま

した よ 1 と、気 楽に答え て い ましたが、そ の 言葉

と裏腹 に、い ま
一

つ 表情が 冴 え なか っ た 。それ も

そ の はずで 、戦闘 こ そ 終わ り ま した が 、ブーゲ ン

ヴィル の 人た ちは 、ア メ リカ の 弁護 士 を 通 し て ア

メ リカ の裁判所 で 、損害補 償を求 め る訴 訟 を起 こ

して い る の で す 。い よ い よ伝 家の 宝刀 を抜い た と

い う こ と で 、ソ マ レ首相 と して は 、こ の 内憂外 患

に どう舵を取 っ て 行 くか 、彼の 真価 が問わ れ る こ

とにな る と思 います 。

司会 　西岡さん、ありがとうござい ました。

さて 、昨年 11月 にイ ン ドネシア政府とアチ ェ 州 の

分 離独立派 と の 問で和平が成立 し、和平協定の 調

印が行なわれ ましたが、実際に は 、 こ の あ と どの

よ う に な る の か 、大川 さんに ご解説 い た だ きた い

と思い ます 。

　大川 さん、宜 しくお 願い します 。

ア チ ェ 和 平の 行方

大川　メガ ワ テ ィ 政権が来 月で ち ょ う ど 1 年半を

迎えますが、tg98年の ス ハ ル ト政権崩壊以降 を見

て み ます と 、メガワテ ィ の 前の 大統領で あ っ た ワ

ヒ ドさんも、その 前の ハ ピ ビさん も、そ の 程度の

短期間だっ たの ですが、昨年の 大晦日に メガ ワ テ ィ

は、2002年を総括した演説 を行な いま して 、自信

満 々 に 「国難 を克服 した j と述 べ ま したが 、そ の

一
つ に 12 月 9 日に ス イスで調印されたアチ ェ 和平

協定があ っ たわけです 。

　そ れ か らパ プア州 に つ いて は、問題が ア チ ェ の

よ う に な らな い よ う に 努 力 し て お り、統
一

国 家、

イ ン ドネシア を自分の 力で崩壊か ら引 き戻 しつ つ

ある と い う 自己評価を述 べ て い ます 。

　メガワ テ ィ 大統領 自身が 、こ の 東西両端 の 州の

分離独立運動 を抑 えた こ と を、自分の 最 大の 成果

と して い る こ とか らわ か るよ うに 、現在 の イ ン ド

ネ シ ア と して は、こ の 二 つ の 州 が分離 して行 くと、

イ ン ドネシ アそ の もの が存続 で きなく なる 可能性

がある わけです 。

　 こ の メ ガ ワ テ ィ 大統 領の 大晦 日 の 演 説 の 前 日、

ス シ ロ ・バ ン バ ン ・ユ ド ヨ ノ （Susilo　 Ba皿bang

Yudhoyono）と い う政治治安担当調 整大 臣が 、こ の

人は退役陸軍中将ですが、彼 も 2003 年の 国家 目標

は、アチ ェ とパ プア の 独立紛争の 解決 を最優先課

題 として取 り組む こと だと い っ て い る くらい 、こ

の 両州 の 紛争 の 収 めか たがイ ン ドネシ ア共和国存

続 の鍵とな っ て い ます。

　一方、昨年 IO 月にバ リ島で爆弾事件が起 きまし

たが 、この 犯人が次々 と捕ま り、こ れ も メガ ワテ ィ

は よ くや っ た と の 評価 にな っ て い ます。

　き ょ う は 、こ の ア チ ェ 、パ プア 、バ リ の 3 地域

につ い てお 話し した い と思 い ます e

　最初は ア チ ェ で すが、12 月 9 日の 和平協定に 至

る道の りを ク ロ ノ ロ ジカル に まとめ ますと 、 まず 、

韮976年の 12 月 4 日に 、か つ て の ア チ ェ 王 国 の 末

裔 を名乗 り 、 現在 はス ウェ
ーデ ン に亡命 して い ま
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すハ ッサン ・ディ ・テ ィ ロ （Hasandi 　Tiro）が、ア

チ ェ の 内陸部 で イ ン ドネ シ アか ら の 独立 を宣言 し

ます 。

　3 年後の 1979 年に彼 は仲間 とと もに ス ウ ヱ
ー

デン に亡命し、現在は、ス トッ クホ ル ム 郊外に住

んで い ます。

　 こ の 独立派が海外 に逃 げた以降、1990 年か ら

ですが、ス ハ ル ト政権がア チ ェ を軍事作 戦指定地

城、イン ドネシ ア で は DOM と い い ますが、軍が

すべ て を決定で きる と い う
一

種の 無法地帯に して 、

独立派 の
一

掃 を続けま して 、そ の 結果、人権侵害

等が起き 、推定で 1万 2000 人 くらい が殺されて

い ます 。

　 よ うや く 1998 年 5 月にス ハ ル トが退陣 します

と、アチ ェ を含め て 民主化 と改革の 流れが高ま っ

て 、それとともに 、それ まで表立 っ た活動を して

い なかっ た独立派 も
一

気に立 ち上 が っ た わ け です 。

そ れ に対 して ワ ヒ ド政権は人道的休 戦と い う形で 、

2度、独 立派 の GAM （独 立アチ ェ 運動） と協定

を結びましたが有名無実で 、か え っ て 戦闘が激 し

くな っ て 、 その 流 れ を 引き継い で 、メ ガ ワ テ ィ 政

権下の 20  2 年 1 月か ら 「ア チ ェ 特別 自治法」と い

う法律が施行され ま した。

　 こ の 「アチ ェ 特別 自治法」に つ い て は 昨年の こ の

席で ご説明 しまして 、
r太平洋学会誌』 に詳 しく出

て い ますか ら、繰 り返 しませ ん が、そ の 「アチ ェ 特

別 自治法」を叩き台に、ス イス の NGO で ある ア ン

リ ・デ ュ ナ ン ・セ ンター （HDC ） が仲 介 して 、

HDC の ある レマ ン湖 の 畔で 調 印 に こ ぎ つ け ま し

た。

　 調印の 内容に つ い て は 、の ち ほ ど説 明しますが 、

そ の 調印 に先立 つ 約 1 週間前の 12 月 3 日に、東

京で 日本政府 とア メ リカ政府、そ れか ら世界銀行

が幹事役に な っ て、アチ ェ 和平復興準備会議 とい

うもの が行なわれ ました 。

　 こ の こ とは 日本の 新聞で はべ 夕記事 に しかな り

ませ ん で した が、 1 週 間後 の ス イス で の 和平会議

に先 駆 けて 、独立派 に 対 して ．貴方が た が調印 し

て和平が 訪れ れ ば、憶界か ら膨大 な 復興資金が 流

れ込 み ますよ と い う姿勢 を見せ る こ と で 、和 平 を

推進す る狙 いが あ っ た の だと思い ます。

　 こ の 会議に出席 した アチ ヱ の 州知事 に会い ま し

た ら、彼は 「日本は 非常 に グ ッ ド ・タ イ ミ ン グ で

こ の 会議 を開い た 」と い っ て い ま し た が 、確か に ス

イ ス で の 和平会議前の 秒読み 段階で 、こ の 会議 を

開い た の は、ス リラ ンカの 和平会議の 場を 提供 し

た こ と に次 ぐ日本政 府の 外交的な対応 と思 い ます

が、残念なが ら、この 会議に は GAM の 代表は ス

イス で の 会議の 準備 に 多忙 で ある と の 理 由で 参加

し ませ ん で した。

　ま た 、12 月 9 日に結 ばれ た ス イス で の 和 平協

定の 内容ですが 、まず即時停戦を して お互い に敵

対行為を止め る 。 2 番目に、2004 年に選挙 を実施

して 自治 政府 を樹立す る。3 番 目に合 同治安委員

会、これはイ ン ドネシア 治安 当局、GAM 、そ れか

らス イ．ス の 非政府組織で ある HDC そ の 他の 国際

機関が入 っ て構成 され る ので すが、これ を設置す

る 。

　この合 同治安委員会は 、 すで に アチ ェ 州全土 の

二 十数 ヵ 所 にス テ
ーシ ョ ン を設けて 、双方の 動き

を監視 して います 。

　4 番目に 平和地帯 の 設置で 、政府軍 と GAM と

の エ リアを分け、非武装地 帯 の よ うな も の を設定

する 。

困難な相互 信頼

　そ れ か ら、 こ こ が ネ ッ クなの で すが 、 12 月 9

日の 調印か ら 2 ヵ月間を信頼調整期間 と してお 互

い に協定を尊重 し、2 ヵ 月後 の 2003 年 2 月 9 日

か ら、アチ ェ 全土の 10ヵ 所に設置 され た武器集結

所 に GAM が武器 を持 っ て くる。しか し、独立派

も武器 を出した ら最後、締め上げ られ る こ とが想

定 され ますか ら、5ヵ 月後 まで に 武器 を提 出す る

とい うこ とにな っ て い ます 。

　と こ ろで、こ の 和平協定 が結 ばれて 、き ょ うま

で の 間 に ど う な っ た か と い い ま す と、ス イス の

NGO で ある HDC に よれ ば、昨年 12 月 9 日か ら

今月 の 2 日まで の 間 に民間人 ll 人が 殺さ れ て い

ます 。 去年 1 年 間で 見 ます と、 1771 人が殺 さ れ

て い ます 。 さ らに難民 の 数が 3 万入 を超 えて い ま

す 。

　 また 、この 和平協定が結ばれたあとで も、北ア

チ ェ 県 と か東 ア チ ェ 県、マ ラ ッ カ海峡に 面 した ス

マ トラ半島の 突端の エ リア と考 え て い た だけ ばい

い の で すが 、そ こ で は 、政府軍 と独立派ゲ リラ と

の銃撃戦が時 々 起 きて い ます 。 そ の 銃撃戦に 巻 き

込 まれ な いよ う に 、現在約 3000 名が 地元 の モ ス

ク とか 小学校 に避難 して い る 状態で す e

　 独立派 の 正式 メ ン バ ーはお よそ 3000 名 と い わ

れ て い ます が、実際に は手 製 の 武 器 を持 っ た り、

ある い は未亡 人部隊 と称 され る 夫 を殺 され た女性

た ち によ る武装組織 もあ り、全体で 6000 〜 7000

人の 勢 力と思い ます が 、問題は最 長 5 ヵ 月 と さ れ
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た期間内に、こ の 6000〜 7000 人 の 武器 の うち の

何丁 が、武器集積所に集まるか と い うこ とで す。

　ゲ リラ側 は、武器庫の鍵をイ ン ドネシア政府軍

が持 っ て いた ら信用で きな い と い うの で 、現在の

と こ ろ は、政府軍 と独 立派 と両方が持 っ て い る こ

と で 合意 して い る ようです 。 さ らにイ ン ドネ シ ア

政府側は、武器提 出を促す た め に、武器
一

丁 に つ

いて い くらと い う買い 上げ金 も検討 して い ます 。

　メガワ テ ィ大 統領 自身も、こ の 和平協定が結 ば

れた 8 日目の 12月 17 日 に ア チ ェ に入 りま し て 、

州都 の バ ンダ ・ア チ ェ に バ イ トゥ ラフ マ ン 寺 院

（編集 注．　 MeSjid 　 BaitUrrahman ，　 MeSjid

Baturrachman な どの 綴 りがある ） と い うイ ン ドネ

シアで も最 も美 しい と いわれる 回教寺院が あ りま

すが 、こ こ で 開かれた和平協定祝賀会で 、一般住

民の 前 で、アチ ェ は こ こ 2 年間で見違え るほ どの

復興を遂げる で し ょ うと期待を表明して い ます。

和平協定 ご破算も

　き ょ う現在 で は 、こ の 和平協定 に 副 っ て 謙画が

着 々 と進んで い ま して 、特 に国連 の 人道援 助調整

機構 と か 、ユ ニ セ フ 、WHO、それか ら国連開発計画

（UNI｝P）な どが スタ ッ フ を送 り込んで 、 どうい う援

助が必要 とされ て い る の か 、ある い は どこか ら着

手すれ ばいい のか等々 に つ いて 、調 査 を行な っ て

い ます。

　それか らイ ン ドネシア支援国会議 （CGD と い う の

があ りまして 、毎年、イ ン ドネシ ア に い く ら の 借

款を 与え るか と い うような会議 をす るの で す が 、

CGI の 会議が今 月の 21日、22日の 両 日、イン ドネ

シ アで 予定され て い ます。

　 こ の Zl 日、22 日の 直前、　 CGI会議がア チ ェ 州 に

対す る特別会合を 開 くと報 じ られ て い ます。こ の

場で アチ ェ 州に 対 して い く ら の 保 証 をするか と い

う こ とが表明される と思 い ますが 、世界銀行 な ど

は 内部事情をよ く知 っ て い る所為か 、金額はそ れ

ほ ど大き くす る必要はない 、そ れ よ りも、出 した

金 額が使 わ れ る べ きと こ とに正 当 に使 われ る こ と

が 重要だと発表 して い ます 。

　 ア チ ェ は 1976年か ら、戦争と い っ て も い い規 模

の 紛争が続 い て きて 、休戦協定 を結 ん で も騙 し騙

され つ つ 、双 方に犠牲者を 出 して き て い ま して 、

今回は国 際機 関が関与 した とは い え 、本 当に 双 方

に協定を守 る気 が あ る の かな い の か と い う点 に つ

い て は、まだ 協定締結 か ら 1ヵ 月で す か ら、現 段

階で は、この 和平が成功するか ど うか は断言で き

ませ ん 。

　や は り、独立派が武器 を出す期限が くる 5ヵ 月

後に、本当に武器 を出して い るか どうか 、実は 出

した振 りを し て 隠 し持 っ て い る の か 、こ の 辺 りに

イン ドネ シア 政府が疑心暗鬼 に な っ て 、先制攻撃

をか けるとい うこ と もな いで はない 。展開によ っ

ては 、こ の 和平協定は ご破算に なる可能性 も否定

で きませ ん。

　もう
…

つ 大き な こ とは、イ ン ドネ シア政府側 は、

ア チ ェ を特別 自治法 に基づい て イ ン ドネ シ アの 1

州 と して留め置 こ う とす るの に対 して 、 独 立派 も

し く は ア チ ェ の
一般住民側は、あ くまで も独立を

目指す過程の 【ス テ ッ プで ある とい う捉 え方を し

て い る 。 さらに
一般 の 人たち、特 に 学生で す が、

2004年 に行なわれるで あろ う議員 と州知事の 選挙

の 前 に、住民投票 をや ろ う と い う声も出て きて い

るわけです 。

　 つ まり、イン ドネ シア に 留ま りますか 、そ れ と

も独 立しますか と い う住民投票 をや ろ う と い うわ

けですが 、こ れ は アチ ェ を イ ン ドネ シア の 1州 と

して留め て 置 こ うとい うイ ン ドネ シ ア政府の 考 え

とは根本的に食い 違 っ て い ます。その 双方の ス タ
ー

ト地点が違 っ て い る と い うとこ ろが、今後の大き

な問題で はな い か と思 い ます 。

司会　大川 さん、どうもありがとうござい ました。

と ころで 、昨年 7 月の 終わ りに 、パ ラ オ共和国 、

ミク ロ ネ シ ア連邦、マ
ー

シ ャ ル諸 島共和国の ミ ク

ロ ネシ ア 3国 の 大統 領に よ り、パ ラオで サ ミ ッ ト

が行なわ れ ま した 。こ の サ ミ ッ トに つ い て 、矢 崎

先生か らご解説をお願 いいた します 。

ミ ク ロ ネ シア ・ サミッ ト

矢崎　2002年の 7 月 31 日に 、パ ラオ の コ ロ ール

で第 2回 ミク ロ ネ シ ア 3国大統領会議が 開催され

ま した。こ の サ ミ ッ トは、2001 年の 5 月に ミ ク ロ

ネシ ア連邦の ポー
ン ペ イ で 開催さ れ ま した第 1 回

サ ミ ッ トに続 くもの で す 。 第 2回 サ ミ ッ トの 出席

者は 、ミ ク ロ ネ シ ア 連邦 大統 領 の レ オ
・

フ ァ ル カ

ム （Leo　A．　 Falca皿）、マ
ーシ ャ ル 諸島共 和 国大 統領

ケサ イ ・ノ
ー ト（Xessai　 Note）、パ ラオ 共和国大

統領 トミ
ー ・レメンゲサウ ・ジ ュ ニ ア （Tommy　E．

Remengesaw，　 jr．〉の 3人 で した 。

　こ の 会 議で は 3 国 に 共 通す る さ まざまな 議題が

取 り上 げられ ま した け れ ども、特 に 日本 に関係す

る議題 は 二 つ あ りまし て 、一
つ は昨年 日本 に 要求
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した日本の 最新 の 通信技術施設 に関す る援助の 実

現を再び求める と い うもの で 、も う
一

つ は 、20e3

年 3 月に 日本で 開催さ れ る 世 界水会議 に備 え て 、

2002年 10 月 i4 日か ら 17 日の 間に 、パ ラオで そ

の 予備会議が開か れ るに 当た り、他の ミ クロ ネ シ

ア 2国 が援助す ると い うことです 。

　 これ以外の 主要な 議題 と しま して は 、ミク ロ ネ

シ ア 3国の 犯罪人引渡 し手続 き の 簡素化を進め る

こと、それ か ら、海洋資源調 査活動 を 2002年 8 月

か ら行な う こと、生産物の 自由な移動に 対応す る

3国の 制度の 標準化と効率化を進める こ と、3国間

の 出入 国管理をよ りス ム ーズに行な うた め の 共 同

作業 を継続 し、3国共 通の 出入 国管理 ・関税 ・検

疫の 統
一

され た 書類 を作成する こと、さ らに世 界

の 気候変動 に共 同 して 対処す る こ と、な らび に 8

月に南 ア フ リカの ヨ ハ ネス ブルグで 開催 の 持続性

ある開発に関する 世界首脳会議 へ の 対処 また は 協

議な ど で した 。

　 こ れ らの 議題 の ほ かに 、今回 は特 に新 し い 提案

が示 され ました 。 そ れは新 しい 国際機構 を設立す

る と い うもの で 、現在 、太平洋諸 島フ ォ
ーラ ムが

あっ て、14の島嶼国の ほかにオース トラリアと ニ ュ
ー

ジーラ ン ドの 両国が 加盟 し て 、 16ヵ 国で 構成され

て い ますが 、こ れ を リ ス トラす る と い う もの で 、

具体的には 、も う一
つ の 新 しい 国際会議 をつ くる

か、太平洋諸島フ ォ
ー

ラム の下に、太平洋諸島フ ォ
ー

ラ ム か ら独立 した下部機構 を つ く る と い う提案で

す 。

　 いずれの 案におい て も、オー
ス トラリア とニ ュ

ー

ジ
ー

ラ ン ドを除外 した t4 の 純然たる 島嶼諸国の み

で 組織す る と い う点に特色が あ り ます。確か に 、

太平洋島嶼国 の みで 構成す る と い う点で は意義が

あ りますが、そ の 新 しい 国際機構の 財政 をどうす

るか とい う こ とが問題です。

　太平洋諸島 フ ォ
ー

ラム の 財政は オース トラ リ ア

とニ ュ
ージーラン ドが支え て きて お り、肝心の オ ー

ス トラ リア と ニ ュ
ージーラ ン ドを 除外すれ ば、財

政基 盤が失わ れ て しま うと い う大き な問題が あ り

ます。

　 ミク ロ ネ シア 3国は 自由連合 協定 に よ っ て ア メ

リカか ら多額 の 資 金援助 を受 け、しか も安全保 障

もア メ リカ に肩代わ りし て も ら っ て い ます 。あ る

意味で は半独 立国 の よ うな存在の 3 国が 、本来 の

島嶼諸国で ある南太平洋の 14 力国に対 して 、パ ト

ロ ン で あ るオ
ー

ス トラ リア と ニ ュ
ー

ジ
ー

ラ ン ドを

除外 しろ と い っ て も、果た して 受け入 れ られ る 可

能性 が あ る か ど うか も疑 問で す 。難 し い の で は な

いで し ょ うか 。

　な お 、第 3 回 目の ミ ク ロ ネ シ ア ・サ ミ ッ トは 、

本年、マ
ー

シ ャ ル 諸島で 開催 され る こ とにな っ て

い ます 。

司会 　昨年 7 月に、フ ィ ジーの 首都ス ヴァ で、ACP

の第 3 回サ ミ ッ トが開催されました 。 ACP の A は

アフ リカ、C はカ リブ海、　 P は パ シ フ ィ ッ ク を意味

しますが、こ の 大 きな会議 に つ いて 、西 岡さん か

らご説明い ただ きたい と思い ます 。

第 3 回ACP サ ミッ ト／コ トヌ
ー

協定

西岡　EUの 前身、　 EC が貿易外援助を通 じた開発協

力を 目的と して 、ア フ リカ、カ リブ海、太平洋の

独立国 と結ん だ有名な ロ メ協定 （Lo田e　 Convention）、

これ は 1975年に締結され、当時、太平洋では フ ィ

ジ
ー、 トンガ、サモ ア の 3ヵ 国だけが対象で した

が、その 後、パ プア ・
ニ ュ

ーギ ニ ア 、ソ ロ モ ン諸

島、 トゥ ヴァ ル 、キ リバ ス 、ヴァ ヌ ア ツ が独立 し

た の に伴っ て加 わ りま した。

　さ らに 2000年、ロ メ協定代わる コ トヌ
ー協定

（Cotenou　Agreement）がで きます と、マ
ー

シ ャ ル諸

島、ミ ク ロ ネシ ア連邦、ナウル、パ ラ オ、ク ッ ク

諸島、ニ ウエ が舶 盟を認め られ まし て 、太平 洋か

らの 加盟国は 14ヵ 国にな りま した 。 ACP全体 で は

78ヵ 国にな ります。

　 ロ メ協定で は、ACP諸国 か ら ヨ ー
ロ ッ パ 向 けの

輸出に 対 して特恵 を与え て きました が 、コ トヌ ー

協定 では 、ACP 諸国の 生 産や 供給能力を 高め て 行

きな がら、徐 々 に しか も無理 な く、世界経済 に組

み込んで行く ことを 目指して い ます。

　そ の ために は従来の 特恵貿易か ら、WTO の ルー

ル に適応す るよ うに 貿 易協定 を改め て行かなけれ

ばな り ませ ん 。 そ こ で EU は WTOか ら肩を押され て 、

こ の 問題を ACP諸 国と話 し合わ な けれ ばな らな い

と い う こ とで 開かれた の が、昨年の ス ヴ ァ で の 首

脳会議で した。

　議長に は フ ィ ジーの ガ ラ セ 首相が選ばれ ま した 。

ACP が 市場 を開 放 し て競争で き る よ う に な る た め

に は構造改革が必要で 、そ の た め の 技術援助 とか 、

能力開発 な どが EU の 役割 とな ります 。

　ACP と
一

口 に い っ て も、経済の 規模、発展段 階

もちがい ますか ら、国 によ っ て対応の 仕方 も自ず

か ら異な っ て くる 。た とえ ばフ ィ ジ
ー

で は、砂糖

が EU マ
ーケ ッ トへ の 主要輸出商品で 、砂糖プ ロ ト

コ
ー

ル （砂 糖議 定書） に 定め られ た価格で取 引 さ
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れてお り、 これ は世界市場価格の 3倍も高 い の で

す 。 そ れ だけ優遇 されて い るわけで す 。しか し、

い つ まで もこれ を続 けるわ けに行か な い。行 く行

くはもっ と現実的な価格にせ ざるを得な い。

　 こ れ に対 して ガ ラセ 首相 は、貿易 自由化が理想

的で あ る こ と は間違 い ない が、 しか し現実 を見 る

と、ACP諸国 は 世界の国 々 と同 じ土 俵で は勝負が

で きない 。 貧 し い 国 に と っ て 、自由市場 は平 坦 な

道 で はな い 。 彼の 表現を借 ります と、非常 に 険 し

い 、しか も滑 りや すい 坂道 だと い うこ とで す 。 し

たが っ て 、実施は慎重か つ 段階的で あ る べ きだ と

主張 しま した。

　 こ れ に対 して EU 側は、　 ACP 諸国が抱 え て い る サ

プラ イサ イ ドの 制約は よ く理解で きる し、 それ を

調整して 行くに は莫大な コ ス トが か か る こ と も承

知 し て い る 。 また 、ACP諸国の そ れ ぞれが 貿易 自

由化を睨 んだ ウ ォ
ー

ミ ン グア ッ プを は じめ て い る

こ と も知 っ て い るが、着実 にそ の 方 向へ 進ん で 欲

しいと い う こ とで す。ACP諸国の ウ t 一ミ ン グア ッ

プと い うのは域内貿易で 、すで に太平洋で は フ ォ
ー

ラム諸国 の 中で 二 つ の 貿易協定が準備され て い ま

す 。

　 しか し、こ の 貿易協定 に して も、 トゥヴ ァ ル と

か ニ ウエ とい う小 さな国で は得る よ りも失 うもの

の ほ うが 大き い と足踏 み して い る 状態で す 。

　WTOが求 めて い る関税 率の 引き下げをや ろ う と

する と、税収の 多 くを輸入 税に 頼 っ て い る 国 、た

と えばヴ ァ ヌア ツ を例に 取 ります と、税制そ の も

の を根本的に 改めな けれ ばな ら な い 。

　個人的な話 で すが 、私が フ ィ ジ
ー

か らヴ ァ ヌ ア

ツ に移動 した時に、ナンディ空港 の 免税品 店で ウィ

ス キーを 2本買 い ま した ら、ポー トヴィ ラ の 税 関

で 引 っ か か りま した。「あれ 、なぜだ ろ う ？　確か

2本まで 無税の は ずだ亅 と思 っ たの で すが、ヴ ァ

ヌ ア ツ で は ！本だけ無税な の で した。

　そ れで 1本 に対 して税金 を払 っ た ので すが 、こ

れ が 非常に 高い 。ナ ンデ ィ
ー

で 買 っ た ウ ィ ス キ
ー

の値段よ りはる か に 高か っ た の で す 。 こ の 国で は

ア ル コ ール飲料の よ うな 贅沢品の 関税が べ らぼ う

に 高い の で す 。

　 EU と して はそ うい う現実 を見極 めた 上 で 、そ の

解決策 を 見出 して 行 く こ とが大 切で すよ と、しき

りに強調 し て 、ACP 諸 国に理解 を求 め たわ けで す。

しか し、それ を 具体 的 に ど う い う方法で 実行す る

の か と い うこ とまで は 、 こ の 会議で は踏み込 め ま

せ ん で した。

　そ うい う こ と で 、小さな島嶼 国が取 り残 され た

形になりましたが、一応 、ナンデ ィ 宣言と い う共

同宣言が出て 閉会とな りま した 。

　こ の 会議で 目立 っ た の は 、議長 と して の ガラセ

首相で した 。フ ィ ジ
ー

は万全 の 警戒体制 を敷 い て 、

全 く混乱な く、こ の 首脳会議 を終 了させ て 、フ ィ

ジーの 国際的な信用を回 復させ ま した。ま た、ガ

ラセ首相自身も、こ の 国際的 な桧舞台で 手腕 を発

揮 し、国内で は失政続き だ っ たの ですが名誉 を挽

回 した と い う評価 を得ま した。

司会　昨年 le 月 12 日の 夜、バ リ島でナ イ トク ラ

ブが爆破され ま した 。 オース トラ リア入観光客 を

中心 に 200人以上 の 方が 亡くな りま した e イ ン ド

ネ シアの警察がい ろい ろ 容疑者を逮捕した り、私

が犯人だと名乗 りをあげる人が出て きた りして い

ますが 、 イ ン ドネ シ アか らの 報道 と い うの は、非

常にわ か りに く い と こ ろ が あ り ます 。

　大川 さん に ご解説をお願 い した い と思 い ます 。

バ リ島での爆破事件

大川　バ リ島の 事件 は 、逮捕者と情報が 続 々 で 、

確か にわか りに くいで すね。

　この 問題の お話 をする 前に個人的な こと を 申し

上 げます と 、私は爆破事件があ っ た 2 日前 まで バ

リに い まして 、 ジャ カルタに帰 りました 。 翌 々 日 、

ジ ャ カ ルタ の 深夜喫茶店 で 友人 と飲ん で い ま した

ら、携帯電話 がか か っ て き ま して 、バ リで 爆破事

件があ っ た と い う わ け です。友人 が 「お 前が仕掛

けて きたの だ ろ う」 と冗談 をい い ま した 。 は じめ

は正 確な情報 で は な くて 、手 榴弾が投げ込 まれ た

と い う話 もありま した。

　今回 の パ リ島の 爆破事件は 、イ ン ドネ シ ア独立

以来最大規模の テ ロ 事件です。そ の前年ニ ュ
ー

ヨ
ー

クで 起 きた 9．11 に 次 ぐ規模 と い え ます 。 それが地

上 の 楽園とか 、神々 が住 む島 と い わ れ 、世界で最

も安全 と思わ れて いたバ リ島で 起き ま した 。

　イ ン ドネシ ア の 記者 たちも日本人の 記者たち も

予想だに で き なか っ た事件で した 。 B 本で イ ン ド

ネシ ア の 専門家 と い われて い る先生が、日本の マ

ス コ ミ の 質問に対 し て 、「恐 ら く フ ィ リピ ン の ミ ン

ダ ナオ辺 りか ら送 り込 まれ た者がや っ たの で は な

いか ］ と答えて い ま した。

　東南ア ジ アで は、JI （Jemaah　 Jslamiah＞と い う

イス ラム
・
テ ロ 組織が あ る とされて い た の ですが 、

そ の 先 生は、彼 等 は イ ン ドネ シ ア 治安 当局 の 厳 重

な監視下にある か ら 、 JI （ジ ェ マ ア
・イス ラ ミア）
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の イ ン ドネシア の メ ン バ ー一・が こ の よ うな テ ロ を実

行する こと はあり得ない として い ま した 。

　 と こ ろが 、そ の後 の 捜査が進む と、そ の ジ ェ マ

ア ・イス ラミア の メ ン バ ーとされ るイ ン ドネ シア

人が爆弾の 材料を買 っ て き た り して 逮捕され て い

ます 。 そ して、彼等 は淡々 と 自供 して い る わ けで

す 。

　爆破現場に爆発物を積んだ自動車を運転 して 行 っ

たアム ロ ジ と い う男が 、逮捕され てか らイ ン ドネ

シ ア国家警察庁長官 と Vサ インを して い る、二 人

が笑顔で 写 っ て い る写 真がオー
ス トラ リアで流れ

て 、大顰蹙を買い ました。あれ だけの大惨事 を起

こ した最初の 逮捕者で ある容疑者と警察庁長官が、

どうして笑顔で カ メ ラの 前に立て る か とい う問題

があ ります 。

　 と こ ろが、イ ン ドネシア を知 っ て い る と決 して

不 思議で はない の で す 。
「捕 まっ ちゃ っ た」 とか 、

「あれ、写真に写 され ち ゃ っ た j とか い う感 じの 笑

顔なの です 。 照れ くさ い とか 、目立 っ ちゃ っ た と

か と い う感 じです。警察庁長官も、「よ しよ し、お

前、よ くそ こまで吐い て くれた」 と い う喜び の カ ッ

トなの です。イ ン ドネシ ア の 警察で は 、ごく自然

な ことです 。

　現在の と こ ろ、イ ン ドネ シア の 国家警察が容疑

者 と して い るの が 26人 、そ の うち 15 人が こ れ ま

で に逮捕 されて い ます 。 逮捕された 15人の 中には、

テ ロ の実行部隊 の 主犯格で あ る とされ る男がい ま

す 。 彼は マ レ
ー

シ アで JI （ジ ェ マ ア
・イス ラミ ア）

の組織に いたと されて い ます 。 また、こ の ジ ェ マ

ア ・イス ラミアの幹部 とされ て い る男が い ます。

　 それか ら、 本人は否定して い ますが、JIの精神

的指導者と され て い る アブ ・バ カル ・バ ア シ ルが

別件で逮捕され て い ます 。 実行 犯たちは、こ の ア

ブ ・バカル ・バ ア シ ル とは、
一

切、無関係で ある

し、今回 の テ ロ に関 して指 示を受けた こ と はな い

と い っ て い ます 。

　
一

方、ア メ リカお よ びイギ リスか らは 、ジ ェ マ

ア ・イ ス ラミア は アル ・カイ ダの 東南ア ジ ア 部隊

で ある と の 説が盛 ん に流 され て い ます 。しか し 、

H がアル
・カイ ダの

一
部で ある と断定で き る材料

は まだ あ りませ ん 。また 、 こ の 件に 関 して ア ル ・

カイ ダか ら ］1 に送金 されたと い う情報がイギ リス

か ら流れ ま した が 、 こ の 報道 も確認され て い ませ

ん 。

　 こ の爆破事件が起 こ っ て 何が 変わ っ たか と い い

ます と、従来 、イ ン ドネ シ アは 政府 を挙げて 、わ

が 国にはテ ロ リス トは いな い と い っ て 、ア メ リカ

に強気の 姿勢 を見せ て いた も の が 、一
気にテ ロ リ

ス トの 存在を認める と 同時 に、ブ ッ シ ュ 大統領の

要請を入れ て 、反テ ロ 闘争の 重要な
一翼 を担 い つ

つ あ ります 。 そ の 結果、メガ ワテ ィ政権 の 姿勢が

国際社会 の 中で 賞賛され、こ の 事件が メガ ワ テ ィ

政権 の立場を強めて い ます 。

　メ ガ ワ テ ィ 政権の 副大統 領で 、ハ ム ザ ・
ハ ズ

（Hatazah　Haz）さ ん とい う人が い ますが、彼はイス

ラ ム 最大の 開発統 一党 の 党首です 。 そ の ハ ムザ さ

ん は、事件の 半年ほ ど前か ら，繰 り返 し 「イ ン ドネ

シ アには テ ロ リス トはい な い 」と発言 し、これに対

し米国か ら「イ ン ドネシ アにはテ ロ リ ス トが い る」

とか 厂メガワ テ ィ暗殺計画 グループが い る 」と の 報

道がなされて い ま した。

　 こ れ らの ア メ リカか らの 報道 を
一

蹴 して い た ハ

ムザ副大統領は 、 事件後は沈黙 して い ます。

　 と に か く、実行犯 は逮捕 され ま したが、犯行の

動機が何で あ っ た の か 。爆弾を積んだ 自動 車を現

場ま で 運転 した 男は 、「ア メ リカ人が 多い と思 っ て

や っ た」 とい っ て い る の で すが 、事件 当時は ア フ

ガニ ス タン の 関係 もあ っ て 、バ リ島を訪れる ア メ

リカ人は非常に少な くな っ て い ま した。素人が見

て も圧倒的に オース トラ リア人 が多 い とわか っ て

いる場所 を狙 っ たわ けで、不可解な面が あ ります。

動機や 背景が は っ き りしませ ん 。

　一方で 、イン ドネシ ア の 警察庁長官 は、今回 の

バ リ島の 事件は 、前 々 年 にバ タ ン島 とかセ レ ペ ス

の マ カ ッ サル な どで発生 した爆弾事件 とつ な が っ

て い る と の 見解 を示 して い ますが 、間 もな くは じ

まる 公判を見て みない と、全貌 はわ か らな い と い

う状況です 。

司会　グアム 島は昨年 7 月 と 12月 に、物凄く強 力

な台風 の襲来 を受け、大きな被害が 出て い ますが、

そ の 状況につ い て 、 矢 崎さん か ら ご報告 をお願 い

します e

2回 の 台風で大被害 を受けた グアム

矢崎　グアム は昨年 二 つ の 台風の 直撃を受け 、大

変に大 きな被害を受 け ま した。

　最初の 台風 は 、 7 月 2 日にチ ュ ウ ッ クに襲来し、

7 月 5 日にグア ム を襲 っ たチ ャ タ ア ン （Chata
’
　an ．

チ ャ モ ロ 語 で 雨の 意 、日本で は 2002年第 6 号）と

名づ け られた 台風 です 。 こ の 台風で チ ュ ウ ッ クで

は死者 47 名 を もた ら しま した e30 ヵ 所以 上で 土砂

崩れが発生 しま して ． 100戸 以 上 の 家屋 が倒 壊 し
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ま した が、死者の ほ とん どは土砂崩れ によ るもの

です 。 被害が集中 した の は トノアス 島（旧デュ ブ ロ

ン島また は夏島〉で した。

　被害者の 多 くは ウ ェ ノ （旧モ エ ン また は 春島）の

病院に運ばれま したが、こ の 病院も停電 ・断水で 、

しか も レ ン トゲ ンを は じめ とす る医療 機械が ほ と

ん どな い 状態で した。

　こ の 台風が グア ム に襲来 し、電話回線だ けは 断

続的に 確保された もの の 、電力 ・水道 は断 ち切 ら

れ て 、電力は台風通過後 1週間経 っ て も 25％ しか

復 1日し て お らず、水道水の 供給は午 後 6 時か ら 8

時 まで の時間給水の状態が続きました。

　 この 7 月の台風 に続 きまして 、12月にはポン ソ

ナ （Pongsona，朝鮮語で 鳳仙花、 日本で は 2002年

第 26号）と呼 ばれ る大型台風が 再びチ ュ ウ ッ ク と

グアム を襲い ました。

　 台風ポンソナは 12 月 6 日にチ ュ ウ ッ クの 北方を

通過 し、12 月 8 日（日曜 日）に グア ム を襲 い 、非 常

に大きな被害を もた ら しま した。台風 のた め にモ
ー

ビル ・オ イ ル の 二 つ の 燃料 タ ン クが炎 上 した り、

多 くの 家屋 が流 され 、 また 、 推定 4000戸 が 破壊 さ

れ たと い わ れ て い ます。さ ら に全島が停電し、上

下水道 も使用不能に な りま した 。

　 グア ム 島の ゲテ イ レ ス 知事は 非常事態 を宣言 し、

米国大統領 に も グア ム を 非常災害地 と指定す るよ

うに要請 し、こ れ を受けて ブッ シ ュ 大統 領も、グ

アム を連邦災害地域 と宣言 しました。

　 こ れ らの 被害に 対 し、ハ ワ イ の太 平洋艦隊を 中

心 とす る 軍部が 400 万 ドル相 当 の 緊急物 資を送 っ

た り、 また、米国赤十字は被害を 受けた約 8000所

帯に対 し、 1所帯 当た り 700 ドル分 の 援助を行な

い ま した。グアム で こ の よ うな大 きな被 害が 生 じ

たの は、台風 の 中心部が グアム の 北端を 通過 した

ので すが、台風 の 目を取 り巻 く暴風域がグア ム 島

全体 を直撃 したか らで す。

　 こ の ときの 最大風速は、82メ
ー

トルに達 した と

いわれ て います 。 しか も、台風 が グアム 付近 に長

く留ま っ て い た の が被害 を大き く した原因だ っ た

と い わ れて い ます 。グア ム で は現在 なお 充分 に復

旧 して お らず 、か な り の 地域で 停電 が続い て い る

状況で す 。

司会　グアム には 、グ ア ム大学の 先 生 6 人、在留

日本人で 3 人、現在、太平洋学会の 会員が 9人お

られ ますが、み な さん 身体的な 被害 は ござい ませ

ん で い たが、まだ停電 が続 い て お り、しか も停電

でポ ン プが作動 しな い た め に 水道 の 水が 出な い と

い う状態が続 いて 、非常に不便な 生活をして お ら

れ ます。

　 さて 、ソ ロ モ ン諸島が、その 後、ど うな っ て い

るのか、西岡さんに ご報告をお願い い た します 。

ホニ アラの 人 口の約半分が子供

西岡　ソ ロ モ ンの危機 に つ いて 、い ろ い ろな人が

書い て い ますが、そ の 中で ソ ロ モ ン の 二 人の 女性

が書い た レポー トが私の 目に とまりました 。

　それ によ ります と、首都 の ホ ニ ア ラで は人 口 の

急速な膨張はさ る こ とな が ら、人 口構造の異常 さ

がよくわか ります 。 全体の 48 ％が 14歳以下。75

％が 30歳以下 。 55歳以 上は 僅か 2．4 ％に しか過

ぎない 。
つ ま り、人 口 の 半分近くが子 供．4 分 の 3

が 30歳以下で 、これで は子供や青年層が年配者か

ら指導を受け る機会が ほ とん どな い こ と にな り ま

す。

　 ソ ロ モ ンで は生活の 知恵や知識 と い う も の が 親

か ら子 へ と受け継 がれ て き ま した。 これ が血 とな

り肉とな っ て 、た とえ ば争 いが起 きて も大事に な

らない ですむ と い う．抑止 力にな っ て きた わ けで

す。それによ っ て社会全体の 秩序 と安定が もた ら

されて い た。

　 と ころ が、生 まれ故郷 の 島 を離れ て 、都会へ 出

て きて か ら 生 まれ た子 供た ち は 、そ う い う経験を

経 てきて いな い 。 大人た ち は家族を支え る ため に

働くの が精 一杯で 、子 供 の 世話や教育に までは手

が 回 らな い 。で すか ら、ひ と たび揉め事 が起 こ る

と、暴力沙汰 に な っ て し まう。それ が今回 の ソ ロ

モ ン の 悲劇です 。

　私が ゾ ロ モ ン で 佐藤行雄さん にお会 い した の は、

15 年前で すけれ ども 、彼はそ の 時、「この 国の 人

は 同族意識が強 く て 、国家意識が極め て低 い 」 と

嘆いて いま した。日本が人づ くり、教育の 面で もっ

と積極的 に援助 し て くれ る とあ りがたい の だ が と、

い っ てお られました。

　 最近 の 報道で 、佐藤 さんが 、 現 在 、国会議員

（2eOl年 12 月 の 総選挙で 当選）と して 、ケ マ ケザ

首相に 、こ の 非常時 に火 中 の 粟 を拾 うよ うな危 険

な 仕事を依頼され たこ とを知 りま した 。

　 も う
一

つ 暗 い ニ ュ
ー

ス と し ま し て は 、国 費 で

USP に留学させ て い る ソ ロ モ ン の 学生の 授業料が 、

ソ ロ モ ン 政府 の財 政困難か ら、この 4年間 滞納 に

な っ て い る。そ の額は約 7eo万 フ ィ ジ
ー ・ドルで 、

大学側 は ソ ロ モ ン諸島政 府に 対 し、2003年 10月

31 日 ま で に 支払わ な けれ ば、学生 を 引 き取 っ て も
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らわ な けれ ばな らな い と い う最後通告 を出 して い

ます 。

　ソ ロ モ ン の 将来を背負っ て 立 つ 、こ れ ら の 若い

人た ちの勉学の 道を断 っ て しまうこ とに な りか ね

ませ ん。何か 救 う手立 て は なか っ た も の か と思 い

ます 。

　悪い 時 に は悪 い こ とが重な る も の で 、 12 月 29

日に ソ ロ モ ン諸島の 一番東 の 外れ、サ ン タ ・クル

ス 諸島の さ ら に 東 の 孤 島、テ ィ コ ピ ア 島に時 速

300 キロ とい う猛烈なサ イ クロ ン が襲 い ま して 、

島が壊滅状態にな っ て い ます 。

　中島専務理事 がイ ン ターネ ッ トで 入手 した情報

を次 々 と送 っ て くだ さ っ た の で 、こ の 絶海の孤島

の 状況が少 しずつ わ か っ て き ま した e そ れに よ る

と、こ の 島は完全な 自給自足、住民は約 150e人。

すべ て ポ リネシ ア系 の 人たちです。サ イク ロ ンで

家は全部吹 き倒 され 、人 々 は山に逃 げて い ます 。

洞窟 とか岩陰に 隠れて ようや く生き延びた。

　 レイモ ン ド ・フ ァ
ース （Raymond　 W．　 Firth）とい

う人類学者が 、1920年代に こ の 島に行 っ て 書い た
”

We，　 the　Tikopia
”

（われ らテ ィ コ ピア 人）と い う

本によ ります と、そ の 当時 と現在と、人々 の 生活

はほ とん ど変わ っ て い な い。小 さな島で 、自給 自

足で 住め る人 口に 限 りがあ り ますか ら、い まで も

堕胎 と間引きが行なわれて い る と い うこ と で す 。

　また、昔か ら 長男だ けが 結婚で き、次 男以 下 に

なる と性 的な 関係を持つ こ とは 許され て も、結婚

は許 され ない 。 なぜ か と い う と子供が で き る と 困

るか らで す。最初に キ リス ト教の 宣教師が入 っ て

きた 時に 、島の 人 は全員 口 を揃え て 、わ れ わ れ は

結婚は したい 、子供 もほ し い の だとい っ た そ うで

す 。

　 1930 年代か ら 1950年代 の半 ばにか けて 、人 口

が
一
挙に 50％ も増えたそ うです 。 しか し、この テ ィ

コ ピアか らヴァ ヌ ア ツ にか けて はサイ ク ロ ン の 通

り道にな っ て いて 、今回 ほ ど規模は大 き くなか っ

た の ですが、1950年代の 2度の サ イク ロ ン で 被害

を受 けて 、飢餓の た め に何 百入 も死ん だ 。

一種の

自然淘汰 と い うこ と で 、恐ろ し く悲惨な島です 。

司会　先ほ ど、大川 さんか ら、イ ン ドネ シア の
一

番西 の アチ ェ 州 と
一番 東の パ プア州、こ の 二 つ の

州が分離す る と イ ン ドネ シ ア は 立 ち行 か な くな る

と の お話があ りま したが、こ の パ プア州 、か つ て

の イリア ン ・ジ ャ ヤ 州、こ こ に も強烈 な独 立運 動

があ ります。

　 こ の パ プア の 独立 運 動 に つ い て 大 川 さ ん か ら ご

解説をい ただきたい と思い ます 。

イ ン ドネシ ア はパ プア を放 さな い

大川　昨年 の こ の 席で もお話 しま したが、パ プァ

は 200i年の ii 月 10 日 、 パ プア の 独立 運動の 最高

評議会議長 （Chairman，　 Papua　Presid魎 ）、テ イ ス ・

エ ル アイ （Theys　 Hiyo　 Eluay）さん が何者か に よ っ

て 殺害されました。そ の 後、イン ドネシ ア陸軍特

殊部隊、コ ポスス （KOPOSSUS）の メ ンバ
ーが実行犯

で ある こ とがわ か り、警察が犯人を逮捕 しました 。

よ く警察が逮捕で きた もの と驚 い て い ます 。

　 コ ポス ス の メ ンバ ー、7 名 に 対す る 初公判が 今

月の 3 日か らジ ャ ワ島の ス ラバ ヤで 始 ま っ て い ま

す。そ の起訴状 によれ ば、車の 中で 余 りに騒 ぐの

で、口 を 3度 ほ ど抑えた ら意識を失 っ た とい う供

述が入 っ て い ます 。 要す る に殺す気 はな か っ た と

い う こ とにな っ て い ます。

　テイ ス さん は、殺された晩、コ ポス ス とい う特

殊部隊の 本部で 行な われ た 英雄記念 日の式典 に参

加 して 、 自宅 に帰 る 車は コ ポ ス ス 隊員によ っ て護

衛され て い ま した 。

　その 護衛 して 行 っ た 人間が 殺 した の ですが 、そ

の 背景に あ っ た の は 、20el年の 12 月 1 日は、独

立派が 主張す る パ ブアの独立 40周 年記念 日に 当た

りますが、テ イス さんは、その 12月 1 日に州都ジ ャ

ヤプラで大掛か りな独立宣言 をやる と、コ ポス ス

の 隊長 に話 した。そ こ で 、隊長 は 部下 に、何 とか

テ イス に独立宣言 させ な い よ うに したい。方法は

お 前 たち に任せ る と命じたようです。

　実は、も う
一

つ コ ポス ス が らみ の 犯行が話題 に

な っ て い ます。それは、去年の 8 月 31 日に、パ プ

ア南西部にテ ィ ミカ（Timika）とい う町が あ ります。

こ こ に は世界最大 の 銅鉱 山 が あ りま し て 、ア メ リ

カの フ リーポー ト社が採掘 して い ます。そ の フ リ
ー

ポー ト社の イ ンターナ シ ョ ナル ・ス ク
ー

ル の 教師

2名と イ ン ドネ シア人 1名が、車で 移動 中に 何者

か に撃たれ て 死 亡 した と い う事件です。

　 この 事件 も現地の 人権団体の 報告書で は 、コ ポ

ス ス の 犯行 で あ る と結 論 づ け て い ますが、イ ン ド

ネ シア国軍側 は まだ確た る 証拠はな い と突 っ ぱね

て い ます。．・一一
方、米国側で は ブ ッ シ ュ 大統領 が自

らメ ガワ テ ィ大統 領 に 、FBI と の 合 同捜査本部 を

設置 しよ うと提案して い ます e イ ン ドネ シア側は

合同捜査本部の 設置に は乗 り気で はあ りませ んが、

先週か ら FBI の 捜査官が 州 都 ジ ャ ヤ プラ に入 っ て

独 自 の 捜査 を は じ め て い ます 。
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　こ の 事件 も、そ う遠 くな い時期に コ ポ ス スの 犯

行で あ っ たかどうかはは っ きりする と思 い ます 。

　テ イ ス ・エ ルア イ氏暗殺以降 きょ うまで は ．パ

プアで は大規模な衝突 はな く．比較的静か な展開

を して い ますが 、独立派 の 海外外 交政策 は積極的

に進め られ て い るよ うで して、ヴ ァ ヌ ア ツ は従来

か らパ プア の独立運動 に理解 を示 して きま したが、

そ の ほか にナ ウル共和 国な ど、パ プアの 独 立に 関

心 を示 して い る国が あ ります 。

　一方 、 これ に対 して、イ ン ドネ シア 政府は この

動 きを見逃すわ けに は行き ませ んか ら、つ い こ の

間 も、ハ ッ サ ン外 務大臣が 、イ ン ドネ シア とオ
ー

ス トラ リア、イ ン ドネ シア と東テ ィモ ー
ル 、こ の

南西 太平洋ダイ ア ロ ーグで 、イ ン ドネシア の 主権

を主 張し て行 く活動を し て い ます 。

パ プ アの大ガス 田

　最後に な りますが、昨年ア チ ェ を訪 問 した の ち 、

メガワ テ ィ大統 領がパ プア の ジ ャ ヤブラ を訪問 し

ました 。 これは
一

昨年 の ク リス マ ス に 予定 して い

た訪問が、テイス さ ん の 殺害で 社会的に混乱 して 、

治安 の 確保が で きない と い う こ とか ら、昨年の ク

リス マ ス に延期された ものです。

　こ の 訪問で 、彼女は舞台で
”
My　 Way

”
を歌 い ま し

た。こ れ に対 して 、独立派 の 人たちの 中か ら、貴

女が
”
My　 Way

”
を歌 うな ら、われ われ に も

”
My　 Way

”

（独立）が ある と の 反発が あ りま した。

　メガワテ ィ 大統領がパ プア へ 行 っ たの は 、 ク リ

ス マ ス を祝い に行 っ たわけで はな くて 、パ ブア に

で き る盤界最大規模の NLGプラ ン トの 正 式着工式

に行 っ たわ けです。

　マ ノク ァ リ県 とい う、第 2次大戦中 には 日本軍

の 司令部があ っ た とこ ろです が、 こ こ に巨大な ガ

ス 田が あ っ て 2007年か ら生産が 開始 される予 定で

す 。 こ の LNGの最初の バ イヤ
ー

は 中国 福建省の 厦

門 （ア モイ）です。中国は 2007年か ら年 間 260万 ト

ンを 25年計画で 買い 入 れます 。

　アチ ェ で は間もなくガス が な くな ります し、カ

リマ ンタンで も生産が減少 します が、中国 と の こ

の LNG の 契約を見 て もわ か り ます とお り、ま さに

パ プア とい う の は 、イ ン ドネシア の 21慰紀を支え

る 資源の 宝庫 と い う存在で す。そ の 意 味で 、メガ

ワ テ ィ 政権も次の 政権 も断固 と して 、パ ブア の 独

立を 認め る こ と は あ り ま せ ん 。

司会　大川 さん、どうもあ りがと うござい ました。

みな さ ま、ご静聴あ りが と う ござい ま した n

　ま こ とに残念な が ら ご質問をお受けする時間が

な くな りま したの で 、こ の まま新年会 に移 らせ て

い た だき ます。ご質問の おあ りの 方は 、ど うか バ

ネル の 方々 に 会場で 直接 お伺 い くださ る よ う、お

願い 申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　〈文責 ・中島　洋〉
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